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したものである。（第８表）これを見れば明らかなように，「ミネのムラ」構成
員が「ミネのムラ」に定着したのは，1937年以降のことである。そして，約３
分の２は1945年以降である。この時期は，この地域のファゼンダが分譲された
時期に一致するが，それと同時に，上記の農業経営形態が定着する時期にも見
事仁一致している。自作避化を志向し，それを実現できた農民にとって，まさ
に採用可能な好個の経営形態であったわけである。また，この経営形態が，小
農的状況を規定する関係を作っているともいえる。
(b）商業へ進出した一部の鍵業者の限界。
第二次世界大戦中から戦後にかけては，「ミネのムラ」の構成員の中から商
業に転ずる者が現われたことは前交節に述べた。かれらは，小商店を開くとと
もに，艇産物の現地仲買的役割をした。これも既に述べたことであるが，内陸
部における綿花生産者を捕捉するために，ここに進出した綿花会社は，各地に
代理人を置いた。「ミネのムラ」で商業に転じた者は，まさにこの立場の者で
あった。
第二次世界大戦の勃発によって，綿花が相対的過剰生産の傾向をもちだすと，
綿花の流通機榊に変化が起こった。この時期になると，綿花会社は，それまで
の一様に直接生産者から綿花を買付けるという方法を止め，大口買付と小口賢
付とに分け，大口買付を優先し，大口賢付には相対的に有利な価格での買付け
を始めた，小生産者からの直接買付けは，当然のことながら小口買付となる。
大口貿付が優先されると，それまでの会社の代理人や地主や農業者で幾分の資
金を得て商業に進出しようとした者が仲買人に変質し，小口の小生産者から綿
花を集荷し，大口として綿花会社に販売するようになった。
代理人は消滅し，独立した仲買人が現われた。綿花の買付の機構は，綿花会
社→仲買人→生産者という関係になり，買付契約は，綿花会社対仲買人と仲買
人対生産者という二重の関係となった。それによって，綿花会社は綿花の集荷
機構の系列化を図り，奥地に移動していった生産者を捕捉し，諸経饗の削減を
図り，綿花を低価格で買付けるとともに，この頃から顕著になってきた病虫害
による不作や収穫期における雨による不作に対処した。
契約は，綿花会社対仲買人，仲買人対生産者という二重の関係になったため，
契約は次のようにして行われる。仲買人は，初めに綿花会社との間に予想され
る価格と数量との契約を交し〆会社から前貸金を受取る。この価格を基準にし
て，仲買人は生産者との間に買付価格と数量とを契約し，それにしたがって，
綿花会社から賞付けられた資金と自己資金とを生産者に前貸しする。生産者が
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生活資金にもこと欠く場合には，日用品や食料品までも前貸しすることがある。
会社と仲買人との間の契約は，破棄することができない。もし，綿花の価格
が騰貴して他の会社が有利な価格を提示しても，契約しただけの数量は契約し
た価格で納付しなければならない。他方，仲買人と生産者との間の契約では，
生産者が契約を破ることがある。不作で予定の生産物が提供できないとか，ｌｌｌｉ
格が好調で他の仲買人や綿花会社にぬけ売りする場合である。この場合を想定
して，契約の際に仲買人は生産者に対して，前貸金に月10パーセントの利子を
掛けている。また，日用品や食料品の現物前貸しについては，生産物の買付の
際に精算することにして，利子を加え，また危険を見込んで前貸品に市価より
高い価格が付けられている。しかし，不作や移動性が大きい小借地鍵相手では，
仲買人はおうおうにしてこの契約を破られ，前貸金の回収が不能となる。この
ような機ＩＭＩの上では，末端の集荷は，仲買人の責任において行われ，綿花会社
は，一定数量の生産物を安定した価格で集荷することができた。また，大きな
変動のない限り，仲買人は，それなりの中間利潤を渡得することができた。
1951年には，朝鮮戦争の影響を受け，綿花の価格が高騰し，この地方にワタ
の買付け競争が起こった。綿花会社は，直接買付けに参入し，直接綿花会社の
傘下に属していなかった中小の仲買人は疎外されていった。翌年の1952年は，
前年の最高価格が147クルゼイロにまでなった経験から，契約は値上りを見込
んだ価格で行われたにもかかわらず，価格は80クルゼイロにまで下落した。そ
のため，生産者と仲買人は，大きな痛手を受けることになった。「ミネのムラ」
構成員の中で，それまで商業に従事していた（n０．４０）と戦後商業に転じてき
た（n０．２９）および（no、１７）が，1952年に商業から手を引き農業に撤退した
のは［(no､２９）の場合は投機的ハッカ栽培に手をだしたことも原因となって
いるが）以上のことが構造的原因となっている。
ワタに代って登場したアメンドイソ（落花生）の生産・流通についても，大
加工資本を頂点とする似たような機構が形成された。この場合には，生産者→
仲買人→大加工資本という関係と，生産者→仲買人→デスカスカドール→大加
工資本という関係とがあり，デスカスカドールdescascadorという乾燥・脱
殻を行なう中間加工資本が加わるが，基本的構造は変らない。（西)Ⅱ大二郎，
前出，1962年，pp30-42参照）
このような関係の中では，小農民の上昇の芽は摘み取られ，小農民は小農民
に収散することになりやすい。このような状況の中で，さらに階層的分解が進
行するが，一方では，若年層の都市への流出があり，他方，農業者で留まる限
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りは，集約的技術を生かしてサンパウロのような大都市近郊へ転出するか，そ
れを望まないものは，綿花栽培のような粗放的栽培形式を以ってさらに内陸の
新開地に規模を拡大して進出するかのいずれかになる。
「ミネのムラ」の社会経済的性格の前望的分析は，稿を改めることにする。
（本報告を作成するにあたっては，特に生の資料の整理などに1989年度法政大
学特別研究助成金を用いた）
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